
【竹田市】 幼保小の架け橋プログラムに関する調査研究事業（文部科学省委託事業）

事業実施の
目的

竹田市における架け橋期（５歳～小学校１年）のカリキュラム開発の方向づけや検証を行い、持続的・発展的なカリキュラム開発
の仕組を構築する。開発会議は架け橋期にふさわしい活動、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を踏まえた教育方法の改善
を視点にモデル案を作成し、市内の園・小学校にゴールイメージを示す役割を担う。

事業内容
・成果

（R４年度）

１．主な取組内容について
【架け橋期のカリキュラム開発会議】
○委員：・小学校代表・公立幼稚園・私立保育園こども園・大分大学・幼児教育センター・作業療法士・幼小保護者

・竹田市社会福祉課・竹田市教育委員会
○開催頻度：年2回 ○架け橋期のカリキュラム検討、調査研究内容の協議
【架け橋期のカリキュラム】
○R4年度：各小、各幼児教育施設よりめざす子どもの姿についての意見集約（意見数約50本）、 枠組み方向性作成
○（4月）めざす子どもの姿について方向性決定（5月）協力園・協力校においてカリキュラム検討（担任・ｽｰﾊﾟｰﾊﾞｲｻﾞｰ・教委）
【園・小学校における体制】
○幼保小こ接続担当設置：小学校（11校）公立幼稚園（2園）
○幼保小こ合同会議：9月実施予定、市内4ブロックの幼保小こ全職員参加、子どもの交流、架け橋記プログラムの検討
【自治体における体制】
○学校教育課と社会福祉課で連携 ○学校教育課に担当指導主事配置
２．主な成果について
○小学校スタートカリキュラムの細案作成実施 ○全幼児施設の参加体制 ○幼保小この相互理解の

事業実施
地域・
協力園校
（R４年度）

【実施地域】
○竹田市全域
【協力園校】
幼：竹田市立南部幼稚園
小：竹田市立南部小学校

今後の目標
（R５年度）

○モデル校、モデル園の公開授業・公開保育
○各小学校区での自律的・計画的な合同研修会の実施
○カリキュラム開発開始作業部会
①カリキュラムモデル案作成
②発達を促す工夫や支援方法のブラッシュアップ

R5.5時点



【竹田市】 架け橋期のカリキュラム（案）R5.5時点
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